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史料探究　初公開！杉文が筆写した松陰の和歌
夢追人　集落営農支援員 桔梗聖子（萩市）
総合診療科　医師 齋藤裕之（萩市）
気になるお店紹介　旬鮮 Dining 次男坊 松本昌二（萩市）
中原木材工業　家具職人 中原忠弦（萩市）

　玉木文之進は、吉田松陰の父杉百合之助の末弟で、11 歳の
とき玉木家を継ぎました。松陰や文の叔父にあたります。
　松下村塾の名は、文之進が天保 13 年（1842）自宅で開いた
私塾に名付けたのが始まりといわれ、幼い時期の松陰も通って
いました。文之進が官職に就いて多忙になると、この塾は閉鎖
されましたが、塾の名は松陰の外叔にあたる久保五郎左衛門が
継ぎ、その後に松陰が継承しました。
　旧宅は、今も当時の場所にあり、一般に公開されています。第120号 ２０１4年11月
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大河ドラマ

　９月 30 日から 10 月２日にかけて、ヒロイン文
ふみ

役の井上真
ま

央
お

さんをは
じめ、小田村伊之助（楫

か

取
とり

素
もと

彦
ひこ

）役の大沢たかおさん、吉田松陰役の伊
い

勢
せ

谷
や

友
ゆう

介
すけ

さん、久坂玄
げん

瑞
ずい

役の東
ひ が し で

出昌
ま さ ひ ろ

大さん、杉梅太郎役の原田泰
たい

造
ぞう

さん、杉
寿
ひさ

役の優
ゆう

香
か

さん、金子ツル役の麻
あそ

生
う

祐
ゆ

未
み

さんなどが来萩し、鍵曲や口羽家
住宅、大照院などで、萩では２回目となる「花燃ゆ」のロケが行われました。
■問い合わせ　大河ドラマ推進室（２５・３１３９）９月 22 日のキャスト発表会

［後列左から］小島藤子さん、佐藤隆太さん、
高橋英樹さん、内藤剛志さん、宮㟢香蓮さん

［前列左から］かたせ梨乃さん、松坂慶子さん、
井上真央さん、若村麻由美さん、麻生祐未さん

長
州
藩
の
女
性
た
ち

■
松
坂
慶
子
さ
ん
（
藩
主
毛
利
敬た

か

親ち
か

の

正
室
・
毛
利
都と

美み

子こ

役
）

１
９
５
２
（
昭
和
27
）
生
ま
れ
。
大
河

ド
ラ
マ
「
篤あ

つ

姫ひ
め

」
で
幾い

く

島し
ま

役
な
ど
。

■
か
た
せ
梨り

乃の

さ
ん
（
小
田
村
伊
之
助

の
養
母
・
小
田
村
志し

乃の

役
）

１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）
生
ま
れ
。
大

河
ド
ラ
マ
「
武
蔵
M
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
H
Ｉ
」

で
お
甲こ

う

役
な
ど
。

■
麻あ

そ

生う

祐ゆ

未み

さ
ん
（
金
子
重
輔
の
母
・

金
子
ツ
ル
役
）

１
９
６
３
年
（
昭
和
38
）
生
ま
れ
。
大

河
ド
ラ
マ
「
武
田
信
玄
」
で
濃の

う

姫ひ
め

役
な

ど
。

■
井い

川が
わ

遥は
る
かさ

ん
（
松
陰
が
野
山
獄
で
出

会
う
女
囚
・
高た

か
須す

久ひ
さ

子こ

役
）

１
９
７
６
年
（
昭
和
51
）
生
ま
れ
。
大

河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
で
伊
勢
役
な

ど
。

■
若
村
麻
由
美
さ
ん（
椋む
く

梨な
し

藤と
う

太た

の
妻・

椋
梨
美み

鶴つ
る

役
）

１
９
６
７
年
（
昭
和
42
）
生
ま
れ
。
大

河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」で
観

か
ん
ぎ
ょ
う
い
ん

行
院
役
な
ど
。

■
宮み

や

㟢ざ
き

香か

蓮れ
ん

さ
ん
（
入い

り
江え

九く

一い
ち

・
野
村

靖や
す
しの

妹
・
入
江
す
み
役
）

１
９
９
３
年
（
平
成
５
）
生
ま
れ
。
映

画
「
育
子
か
ら
の
手
紙
」
な
ど
に
出
演
。

■
小こ

島じ
ま

藤ふ
じ

子こ

さ
ん（
吉
田
稔と

し

麿ま
ろ

の
妹
で

文
と
幼
な
じ
み
・
吉
田
ふ
さ
役
）

１
９
９
３
年
（
平
成
５
）
生
ま
れ
。
映

画
「
書
道
ガ
ー
ル
ズ
!!
わ
た
し
た
ち
の

甲
子
園
」
な
ど
に
出
演
。

長
州
藩
保
守
派
の
重
臣

■
内
藤
剛た

か

志し

さ
ん
（
椋む

く

梨な
し

藤と
う

太た

役
）

１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）
生
ま
れ
。
大

河
ド
ラ
マ
「
翔
ぶ
が
如
く
」
で
有
馬
新し

ん

七し
ち

役
な
ど
。

徳
川
幕
府
の
大
老

■
高
橋
英
樹
さ
ん
（
井
伊
直な

お

弼す
け

役
）

１
９
４
４
年
（
昭
和
19
）
生
ま
れ
。
大

河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
で
島
津
斉な

り
あ
き
ら彬
役

な
ど
。

松
下
村
塾
の
塾
生

■
佐
藤
隆り

ゅ
う
た
太
さ
ん
（
前ま

え

原ば
ら

一い
っ

誠せ
い

役
）

１
９
８
０
年
（
昭
和
55
）
生
ま
れ
。
大

河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
で
矢や

崎ざ
き

平へ
い

蔵ぞ
う

役
な
ど
。

吉
田
松
陰
の
親
友
・
肥
後
藩
士

■
ビ
ビ
る
大
木
さ
ん
（
宮み

や
部べ

鼎て
い

蔵ぞ
う

役
）

１
９
７
４
年
（
昭
和
49
）
生
ま
れ
。
大

河
ド
ラ
マ
「
新
選
組
！
」、「
龍
馬
伝
」

な
ど
に
出
演
。
萩
ふ
る
さ
と
大
使
。

　

10
月
28
日
、文
と
萩
物
語
「
花
燃
ゆ
」

大
河
ド
ラ
マ
館
の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や

ヒ
ロ
イ
ン
文
の
イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
が

ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
萩
循
環
ま
ぁ
ー
る

バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
館
の
開
館
に
伴
い
、
ド

ラ
マ
館
前
に
も
停
車
し
、
萩
バ
ス
セ
ン

タ
ー
や
Ｊ
Ｒ
萩
駅
、
東
萩
駅
な
ど
交
通

の
起
点
、
ゆ
か
り
の
地
な
ど
が
ワ
ン
コ

イ
ン
バ
ス
で
結
ば
れ
る
予
定
で
す
。

　

萩
に
帰
省
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

「文と萩物語」ラッピングバス（萩循環まぁーるバス）

　

萩
市
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
が
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
大
河
ド
ラ
マ
館
で
の
映
像

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
使
用
す
る
た
め
に
、

萩
ふ
る
さ
と
大
使
で
萩
市
出
身
の
漫
画

家
の
桐き

り

木き

憲け
ん

一い
ち

さ
ん
（
東
京
都
在
住
、

２
０
１
４
年
３
月
号
で
紹
介
）
に
依
頼

し
、
描
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
主
要

な
登
場
人
物
に
つ
い
て
も
順
次
公
開
さ

れ
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
大
河
ド
ラ
マ
推
進
室

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

ヒロイン文 吉田松陰

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
開

始
ま
で
、
あ
と
80
日
と
な
っ
た
10
月
16

日
、
来
年
１
月
４
日
（
日
）
の
放
送
開

始
ま
で
の
日
数
を
表
示
す
る
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
が
萩
市
役
所
な
ど
に
設

置
さ
れ
、
萩
で
も
い
よ
い
よ
と
盛
り
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
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◆
前
売
入
場
券
販
売
中
！

■
前
売
券　

大
人
４
０
０
円
（
当
日
５

０
０
円
）、
小
・
中
学
生
１
６
０
円
（
当

日
２
０
０
円
）

■
販
売
期
間　

平
成
27
年
１
月
10
日
ま

で■
販
売
窓
口　

コ
ン
ビ
ニ
な
ど

※
詳
し
く
は
、
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.city.hagi.lg.jp/

fum
i-hagi/

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
大
河
ド
ラ
マ
館

入
場
券
販
売
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
０
８
０
・
２
９
２
２
・
７
７
５
０
）

　

ド
ラ
マ
で
使
用
し
た
衣
装
や
小
道

具
、
撮
影
セ
ッ
ト
の
展
示
な
ど
、
大
河

ド
ラ
マ
の
世
界
観
が
体
験
で
き
ま
す
。

■
開
館
期
間　

平
成
27
年
１
月
11
日

（
日
）
〜
平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

旧
明
倫
小
学
校
体
育
館

　
「
ふ
み
御
膳
」
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
文
に

ち
な
ん
で
、
萩
沖
の
水
産
物
の
中
か
ら

女
性
に
ゆ
か
り
の
あ
る
旬
の
魚
介
（
地

元
漁
師
が
「
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
」
と
呼
ぶ

ア
マ
ダ
イ
な
ど
季
節
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）
を
萩
焼
や
萩
ガ
ラ
ス
な
ど
萩
の
器

と
９
マ
ス
の
萩
桐
箱
で
提
供
す
る
も
の

で
、「
ふ
み
弁
当
」
は
、
６
マ
ス
の
器

で
提
供
し
ま
す
。
提
供
期
間
は
、
平
成

27
年
1
月
10
日
〜
12
月
末
。

【
提
供
店
】

■
ふ
み
御
膳　

市
場
前
レ
ス
ト
ラ
ン
来き

萩は
ぎ

、
割
烹
千ち

よ代
、
和
バ
ル
あ
っ
か
Ⅰ
、

T

ト
ラ
ッ
ト
リ
ア

rattoria A

ア

ッ

カ

K
K

A

、
だ
い
に
ん
ぐ
ま

め
た
、
萩
の
御
厨
髙た

か
だ
い

大
、
小こ

み

き
味
季
（
要

予
約
）、
萩
の
宿
常と

も

え
茂
恵
（
要
予
約
）

■
ふ
み
弁
当　

御
食
事
処
わ
ら
じ

【
仕
出
し
】

■
ふ
み
弁
当　

シ
ズ
キ
、い
の
う
え
、き

た
む
ら

※
詳
し
く
は
、
萩
魚
食
王
国
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://www.hagi-gyosyokuoukoku
.com

/

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会
（
０

８
３
８
・
２
５
・
１
７
５
０
）

ドラマ館内のイメージ

　

萩
時
代
ま
つ
り
と
同
時
開
催
さ
れ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
主
催
の
ラ
ジ
オ
公

開
生
放
送
に
ヒ
ロ
イ
ン
文
役
の
井
上
真

央
さ
ん
、
高
杉
晋
作
役
の
高こ

う
ら
け
ん
ご

良
健
吾
さ

ん
が
出
演
さ
れ
、
撮
影
の
舞
台
裏
な
ど

の
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
高

良
さ
ん
は
正
午
か
ら
の
萩
時
代
パ
レ
ー

ド
の
一
部
（
中
央
公
園
か
ら
御
許
町
交

差
点
）
に
も
参
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送

■
と
き　

11
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時

ふみ御膳
2,400円（税別）、常茂恵
は3,500円（税別）
ふみ弁当1,500円（税別）

〜
４
時
（
開
場　

午
後
１
時
30
分
）

※
午
前
９
時
30
分
か
ら
中
央
公
園
特
設

ス
テ
ー
ジ
横
で
優
先
エ
リ
ア
入
場
整
理

券
を
配
布
。

■
と
こ
ろ　

中
央
公
園
（
旧
市
民
球
場

跡
地
）
※
雨
天
時
は
旧
明
倫
小
学
校
体

育
館
。

■
放
送　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
（
山
口

県
内
向
け
生
放
送
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
大
河
ド
ラ
マ
推

進
室
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

　

来
年
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目

指
し
て
い
る
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産 

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」

は
、
山
口
県
、
福
岡
県
な
ど
８
県
11

市
に
あ
る
23
件
の
資
産
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
地
調
査
は
ユ
ネ
ス
コ

の
諮
問
機
関
で
あ
る
、
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ
ス
）
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
調
査
員
に
よ
り
、
９
月

26
日
か
ら
10
月
５
日
に
か
け
て
23
資

産
の
す
べ
て
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
調
査
員
が
現
地
を
訪
れ
る
唯
一

の
機
会
で
す
。

▼
萩
の
資
産
も
調
査

　

こ
の
う
ち
萩
市
の
資
産
は
９
月
29

日
、「
萩
反
射
炉
」「
恵え

び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造

船
所
跡
」「
大お

お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺

跡
」「
萩
城
下
町
」「
松
下
村
塾
」
の

５
件
で
実
施
。

　

市
や
県
の
担
当
者
か
ら
資
産
の
保

恵美須ヶ鼻造船所跡の防波堤を調査するイコモスの調査員たち

全
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

今
年
１
月
に
政
府
が
ユ
ネ
ス
コ
に
提

出
し
た
推
薦
書
の
内
容
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
で
は
、
幕

末
の
絵
巻
物
に
も
石
積
み
工
事
の
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
防
波
堤
に
上
が

り
、
保
存
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。

▼
来
年
夏
頃
に
登
録
の
可
否
が
決
定

　

今
後
、
今
回
の
調
査
等
を
も
と
に

審
査
が
続
け
ら
れ
、
来
年
５
月
頃
に

イ
コ
モ
ス
が
ユ
ネ
ス
コ
に
世
界
遺
産

と
し
て
登
録
す
べ
き
か
ど
う
か
を
勧

告
。
６
〜
７
月
頃
に
ド
イ
ツ
で
開
か

れ
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
で

登
録
の
可
否
が
決
ま
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
世
界
遺
産
登
録
推
進
課

　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
８
０
）
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に
間
違
い
な
い
。
こ
の
時
、
文
が
な
ぜ

兄
松
陰
の
和
歌
を
書
き
写
し
た
か
、
そ

の
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
２
首
と
も

松
陰
が
い
つ
く
し
ん
だ
親
や
妹
た
ち
に

贈
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通

す
る
。
文
が
杉
家
の
家
族
の
深
い
つ
な

が
り
を
再
確
認
す
る
た
め
に
、
兄
の
和

歌
を
反は

ん
す
う芻

し
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く

な
い
。

　

写
真
１
の
書
に
は
、「
心
あ
れ
や
人
の

母
た
る
人
た
ち
よ
か
か
ら
ん
事
は
武も

の
の
ふ士

の
つ
ね
」
と
い
う
和
歌
が
書
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
野
山
獄
中
の
松
陰
が
安

政
６
年（
１
８
５
９
）５
月
17
日
、
妹
た

ち
か
ら
心
得
と
す
べ
き
こ
と
を
授
け
て

ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て
贈
っ
た
も
の
で
あ

る
。
妹
た
ち
が
千
代
・
寿
・
文
の
３
人

を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
松

陰
が
実
際
に
妹
た
ち
へ
贈
っ
た
和
歌
は
、

掛
軸
の
状
態
で
松
陰
神
社
（
至
誠
館
）

に
お
い
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
和
歌
を
細
か
く
み
て
お
く
と
、

松
陰
は
当
初
、
５
句
目
を
「
武ぶ

し士
の
習

な
ら
い

ぞ
」
と
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
「
武
士

の
常
」
と
改
め
て
い
る
。
も
っ
と
具
体

的
に
い
え
ば
、
松
陰
神
社
に
現
存
し
て

い
る
掛
軸
に
は
「
武
士
の
習
ぞ
」
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
松
陰
の
「
東
行
前
日

記
」
に
は
「
武
士
の
常
」
と
書
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
文
は
後
者
を

書
き
写
し
た
こ
と
に
な
る
。

い
か
と
思
う
。
専
門
的

に
は
半
紙
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
写
真
の

左
下
部
分
を
よ
く
確
認

す
れ
ば
お
わ
か
り
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、「
大

正
五
年
四
月　

楫
取
美

和
子
書
」
と
書
か
れ
て

い
る
た
め
、
文
の
直
筆

　

松
陰
は
、
妹
た
ち
に
和
歌
を
贈
っ
た

時
、
江
戸
行
き
を
目
前
に
控
え
て
い
た
。

幕
府
が
進
め
て
い
た
尊
王
攘
夷
派
（
反

幕
府
勢
力
）
の
大
弾
圧
、
す
な
わ
ち
安

政
の
大
獄
の
一
環
で
、
江
戸
へ
の
呼
び

出
し
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
、

松
陰
は
す
で
に
死
を
覚
悟
し
て
い
た
。

松
陰
は
、
主
君
の
た
め
に
命
を
捧
げ
る

の
は
武
士
た
る
者
の
定
め
と
認
識
し
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
妹
た
ち
に
自
分
の
思

い
を
託
し
た
の
だ
。

　

そ
の
こ
と
を
裏
書
き
す
る
の
は
、
松

陰
が
５
月
14
日
に
千
代
・
寿
・
文
の
３

人
に
送
っ
た
手
紙
だ
。
そ
れ
に
は
「
拙

者
こ
の
た
び
仮た
と
い令

一
命
差
し
捨
て
候

そ
う
ろ
う

と
も
、
国
家
の
御
為
め
に
相
成
る
事
に

候そ
う
らは

ば
本
望
と
申
す
も
の
に
候
。
両

親
様
へ
大
不
孝
の
段
は
先
日
申
し
候
様よ

う

其そ
こ
も
と許

達た
ち

仰
せ
合
さ
れ
、
拙
者
代
り
に

御
尽
し
下
さ
る
べ
く
候
」
と
あ
る
。

　

意
訳
す
る
と
、
松
陰
は
妹
た
ち
に
、

「
自
分
の
命
は
国
の
た
め
に
捨
て
る
の

だ
か
ら
本
望
で
す
が
、
両
親
に
対
し
て

は
大
き
な
不
幸
で
す
。
よ
っ
て
、
以
前

か
ら
あ
な
た
た
ち
に
伝
え
て
き
た
と
お

り
に
力
を
合
わ
せ
て
、
私
の
代
わ
り
に

親
孝
行
を
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

松
陰
は
こ
の
よ
う
に
妹
た
ち
に
言
い

残
し
て
、
５
月
25
日
に
江
戸
へ
送
ら
れ

た
。
文
に
と
っ
て
は
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
兄
か
ら
の
教
訓
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
寿
の
夫
で
松
陰
の
義
弟

に
あ
た
る
楫
取
素
彦
が
松
陰
の
和
歌
を

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
映
が

決
定
し
て
以
来
、
私
は
、
主
人
公
と
し

て
描
か
れ
る
杉
文
（
楫
取
美
和
子
）
の

資
料
（
史
料
）
を
可
能
な
か
ぎ
り
集
め
、

本
誌
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
回
は
満
を
持
し
て
、
と
っ
て
お
き
の

資
料
を
と
り
あ
げ
た
い
。
そ
れ
は
、
萩

博
物
館
で
最
近
見
つ
か
っ
た
文
の
直
筆

の
書
で
あ
る
。

　

文
の
直
筆
の
書
は
２
枚
あ
る
。
い
ず

れ
も
大
正
５
年
（
１
９
１
６
）、
文
が

74
歳
の
時
に
亡
き
兄
吉
田
松
陰
の
和
歌

を
書
き
写
し
た
も
の
で
、
兄
へ
の
思
い

を
形
に
表
し
た
数
少
な
い
資
料
で
あ
る
。

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
灯
台
下

暗
し
の
資
料
で
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、

今
ま
で
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
文
に
関
心
を
抱
く
人
が
い
な
か
っ
た

た
め
、
こ
の
資
料
を
世
に
出
す
機
会
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
新
し
い
資
料

の
発
掘
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
意
味
で
、

こ
れ
も
大
河
ド
ラ
マ
効
果
の
一
つ
に
相

違
な
い
。

　

２
枚
の
書
は
、
昭
和
55
年
（
１
９
８

０
）
文
の
兄
杉
梅
太
郎
（
民
治
）
の

子
孫
か
ら
萩
市
に
寄
贈
さ
れ
た
、
約

６
２
０
０
点
に
も
上
る
膨
大
な
資
料
群

の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
写
真
１
・
２

に
示
す
と
お
り
の
も
の
で
、
サ
イ
ズ
は

い
ず
れ
も
縦
横
が
約
35
×
25
セ
ン
チ
で

あ
る
か
ら
、
Ｂ
４
判
用
紙
と
ほ
ぼ
同
一

の
大
き
さ
と
い
え
ば
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

写真１　楫取美和子書

　

明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
と
な
る

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
ま
で
、
毎

年
１
５
０
年
前
の
で
き
ご
と
を
中
心

に
シ
リ
ー
ズ
化
。第
２
弾
の
今
年
は
、

元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
の
「
禁
門

の
変
」、「
長
州
戦
争
」、「
晋
作
挙
兵
」

な
ど
に
関
連
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

11
月
７
日
に
日
本
郵
便
中
国
支
社

か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

■
販
売
部
数　

１
３
０
０
部

■
販
売
場
所　

山
口
県
内
の
一
部
の

郵
便
局
（
１
７
０
局
）、
萩
市
観
光

協
会
で
の
通
信
販
売

■
１
シ
ー
ト　

82
円
×
10
枚

■
価
格　

１
２
３
０
円

※
通
信
販
売
は
１
５
９
０
円
（
送
料

込
、
振
込
手
数
料
別
途
）

通
信
販
売
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
萩
市
観
光
協
会
（
０
８
３
８
・

２
５
・
１
７
５
０
）

■
問
い
合
わ
せ

日
本
郵
便
株
式
会
社
中
国
支
社　
　

（
０
８
２
・
２
２
４
・
５
９
９
１
）
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は
、
松
陰
が
死
刑
を

覚
悟
し
て
書
い
た
た

め
「
永え

い
け
つ
し
ょ

訣
書
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
松
陰
の
松

下
村
塾
生
あ
て
の
遺
書

「
留

り
ゅ
う
こ
ん
ろ
く

魂
録
」
に
あ
る
「
身

は
た
と
ひ
武
蔵
の
野
辺

に
朽
ち
ぬ
と
も
留
め
置

か
ま
し
大
和
魂
」
と
と

も
に
、
辞
世
と
し
て
大

変
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で

改
め
て
説
明
す
る
必
要
も
な
い
と
思
う
。

　

松
陰
の
生
前
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

千
代
が
も
っ
と
も
多
く
の
証
言
を
残
し

て
い
る
。
千
代
は
、
長
兄
梅
太
郎
と
四

つ
違
い
、
次
兄
松
陰
と
は
二
つ
違
い
で

あ
っ
た
か
ら
、
と
も
に
過
ご
し
た
幼
少

期
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
た
。
千
代

は
、
梅
太
郎
と
松
陰
は
仲
睦
ま
じ
い
兄

弟
だ
っ
た
と
か
、
松
陰
は
父
杉
百
合
之

助
や
叔
父
玉
木
文
之
進
か
ら
厳
し
く
教

育
さ
れ
た
と
か
、
松
陰
に
は
趣
味
は
何

一
つ
な
か
っ
た
と
か
、
あ
れ
や
こ
れ
や

と
語
り
残
し
て
い
る
の
で
、
今
や
そ
の

証
言
は
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
文
は
松
陰
と
13

歳
も
離
れ
て
い
る
た
め
、
記
憶
に
残
る

よ
う
な
出
来
事
は
少
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
わ
ず
か
で
は
あ
る

が
、
文
も
次
の
よ
う
な
証
言
を
残
し
て

い
る
。

引
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
長

州
藩
が
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
禁
門

の
変
や
下
関
戦
争
に
立
て
続
け
に
敗
戦

し
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
た
め
、
椋
梨

藤
太
派
（
俗
論
派
）
が
周
布
政
之
助

派
（
正
義
派
）
の
粛
清
を
進
め
て
い

た
時
で
あ
る
。
周
布
派
の
素
彦
は
、
死

刑
を
覚
悟
し
て
寿
に
遺
書
を
送
り
、
昔

年
、
松
陰
兄
が
あ
な
た
た
ち
へ
残
さ
れ

た
和
歌
に
「
か
く
あ
ら
ん
事
は
武
士
の

常
」
と
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
今
と
同
じ

状
況
で
あ
る
か
ら
思
い
返
し
て
ほ
し
い

と
述
べ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
素
彦
は
難

を
免
れ
た
が
、
と
も
あ
れ
現
在
の
感
覚

で
は
と
て
も
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
当
時
の
武
士
の
世
界
で
し
か
通
用

し
な
い
や
り
と
り
で
あ
る
。

　

写
真
２
の
書
に
は
、「
親
思
ふ
心
に

ま
さ
る
親
こ
こ
ろ
け（

今
日
）ふ
の
お
と
つ
れ
何

と
聞
ら
ん
」
と
い
う
和
歌
が
書
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
伝
馬
町
獄
中
の

松
陰
が
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
10
月

20
日
、
萩
の
父
杉
百
合
之
助
、
叔
父
玉

木
文
之
進
、
兄
梅
太
郎
に
送
っ
た
手
紙

に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
手
紙

写真２　楫取美和子書

　
「
松
陰
さ
ん
が
若
い
時
、
修
業
の
た

め
萩
の
林
と
云
う
家
に
居
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
適

た
ま
た
ま々

火
事
が
あ
っ
て
林
家

が
焼
け
ま
し
た
。
こ
の
時
松
陰
さ
ん
は
、

一
切
自
分
の
も
の
は
出
さ
ず
に
、
林
家

の
も
の
を
出
し
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
自
分
の
着
る
着
物
が
焼
け
て
し

ま
っ
た
の
で
、
母
に
か
く
か
く
で
あ
る

か
ら
、
着
物
を
下
さ
い
と
申
し
た
そ
う

で
あ
り
ま
す
。
母
は
こ
の
事
を
聞
き
、

非
常
に
感
心
し
、
寅
次
郎
は
感
心
だ
と

申
し
て
、
着
物
を
作
っ
て
や
っ
た
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
母
は
こ
の

事
を
非
常
に
喜
ん
で
居
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。」

　

松
陰
は
萩
城
下
川
島
の
林
真ま

ひ
と人

（
百

非
）
の
家
に
下
宿
し
、
兵
学
を
教
わ
っ

て
い
た
と
こ
ろ
不
運
に
も
火
災
に
遭
っ

た
。
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）、
17
歳

の
時
の
出
来
事
で
、
自
分
の
も
の
は
大

半
が
焼
失
し
た
が
、
藩
主
毛
利
敬
親
か

ら
褒
美
と
し
て
授
け
ら
れ
た
『
七し

ち
し
ょ書

直ち
ょ
っ
か
い
解
』
一
冊
だ
け
が
残
っ
た
。

　

ま
た
文
は
、
母
杉
滝
が
子
供
た
ち
に

ど
の
よ
う
に
接
し
た
か
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
母
は
子
供
の
躾

し
つ
けは
や
か
ま
し
く
は

な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
兄
松
陰
さ

ん
な
ど
に
も
、
や
か
ま
し
く
は
言
わ
な

か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
只
私
ど
も
、

女
に
は
、
女
は
堪

か
ん
に
ん忍

強
く
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
又
外
に
は
出

る
な
、
物
見
、
見
物
に
も
出
る
な
と
申

さ
れ
ま
し
た
。
手て

な
ら
い習
は
精
出
し
て
せ
よ
、

字
が
出
来
ぬ
と
嫁
に
い
っ
て
か
ら
骨
が

京ぽんと祇園菓舎

　

長
州
お
は
ぎ
は
、
元
治
元
年
に
、

京
都
で
流
行
し
た
と
伝
わ
る
も
の

で
、
盆
の
上
に
箸
と
３
個
の
「
お
は

ぎ
」
で
毛
利
家
の
家
紋
「
一
文
字
三

星
」
を
表
し
ま
し
た
。
当
時
の
長
州

び
い
き
を
表
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

京
都
の
京
伏
見
菓
匠
「
和
晃
」（
萩

市
出
身
の
井
町
正
さ
ん（
萩
高
４
期
）

が
創
業
）
の
協
力
で
販
売
中
で
す
。

■
販
売
場
所　

京
ぽ
ん
と
祇
園
菓
舎

（
京
都
市
東
山
区
祇
園
町
南
側
５
３
２
）

■
店
内
で
の
お
召
し
上
が
り（
萩
焼

皿
付
き
）１
０
０
０
円（
税
別
）、お
持

ち
帰
り
パ
ッ
ク
３
６
０
円（
税
別
）

折
れ
、
苦
労
が
多
い
、
自
分
な
ど
も
十

分
に
字
が
書
か
れ
ぬ
た
め
に
、
涙
の
出

る
よ
う
な
こ
と
が
度た

び
た
び々

あ
っ
た
か
ら
、

お
前
等
は
字
だ
け
は
能よ

く
習
っ
て
お
け

と
、
度
々
申
さ
れ
ま
し
た
。従

し
た
が
って

貧
乏

の
中
に
あ
り
な
が
ら
、私
共
の
教
育
に

は
心
を
用
い
て
く
れ
ら
れ
ま
し
て
、
ど

ん
な
に
忙
し
い
時
で
も
、
学
問
す
る
こ

と
だ
け
に
は
時
間
を
与
え
て
く
れ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
家
事
の
た
め
に
学
業
を

欠
い
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。」

　

滝
は
、松
陰
ら
男
子
よ
り
、文
ら
女
子

の
教
育
に
厳
し
か
っ
た
。
松
陰
も
文
に

手
習（
習
字
）を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う

気
に
か
け
て
い
た
が
、
そ
れ
は
滝
も
同

様
で
あ
っ
た
。
女
子
教
育
に
熱
心
な
杉

家
の
様
子
が
よ
く
伝
わ
る
逸
話
で
あ
る
。

　

今
回
紹
介
し
た
文
の
直
筆
の
書
は
、

来
る
11
月
８
日
、
萩
博
物
館
に
開
設
す

る
特
設
展
示
室
「
兄
松
陰
と
妹
文
」
に

お
い
て
初
め
て
展
示
公
開
す
る
予
定
で

あ
る
。
文
に
関
心
を
抱
い
て
お
ら
れ
る

方
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
実
物
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
和
紙
に
墨
で
書
か
れ
た
質
感
を

確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

参
考
文
献
：
山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田

松
陰
全
集
』、
斎
藤
鹿
太
郎
『
吉
田
松

陰
正
史
』（
第
一
公
論
社
、１
９
４
３
年
）

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

http://www.okashi-wakou.co.jp
☎ 075・533・7578
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ト
マ
ト
栽
培
に
１
年
半
携
わ
り
、
自

分
で
も
工
夫
し
た
り
失
敗
を
し
な
が
ら

も
、
こ
う
す
れ
ば
こ
う
反
応
す
る
な
ど

と
考
え
て
、
も
う
３
年
く
ら
い
ト
マ
ト

を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
む
つ
み
の
農
作
物
の
お

い
し
さ
や
、
む
つ
み
の
野
菜
で
作
る
こ

と
が
で
き
る
加
工
品
を
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
に
伝
え
た
り
、
食
べ
た
人
の
感

想
な
ど
も
聞
い
た
り
し
た
い
と
も
思
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
は
経
験
の
な
い
人
が
簡
単
に
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
す
ぐ
に
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
で
き
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
食
べ
る
も
の
、

食
卓
に
並
ぶ
も
の
が
全
部
作
れ
る
よ
う

な
、
ま
た
、
出
荷
し
た
も
の
が
ど
う
消

費
さ
れ
て
い
る
の
か
が
見
え
る
よ
う
な

農
業
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
員
は
今
年
度
末
ま
で
で
、
来
年

の
４
月
以
降
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

営
農
集
落
支
援
員
と
い
う
仕
事
が
萩
に

来
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た

が
、
今
は
や
り
た
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
、
な
か
な
か
絞
れ
な
い
の
も
実

情
で
す
。
今
の
生
活
は
続
け
た
い
気
持

ち
が
す
ご
く
あ
る
の
で
、
や
っ
て
い
け

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
農
作
業
か
ら
離
れ

ず
現
場
に
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
が
70
歳
を

超
え
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
に
直

面
し
て
い
る
萩
市
で
は
、
未
来
に
持
続

可
能
な
農
業
の
実
現
を
目
指
す
各
種
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
春
、
東
京
都
か
ら
単
身
、

萩
市
む
つ
み
地
域
に
移
り
住
み
、
農
作

業
に
併
せ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
な
ど
の
支
援
を
行
う
集
落
営
農
支
援

員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
、
桔
梗
聖
子

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　　

小
学
生
の
頃
か
ら
、
高
杉
晋
作
や
長

州
藩
が
好
き
で
、
山
口
県
や
萩
市
の
場

所
も
知
っ
て
い
ま
し
た
。
幕
末
の
歴
史

が
好
き
な
ん
で
す
が
、
な
ぜ
高
杉
晋
作

が
好
き
だ
っ
た
の
か
は
、
よ
く
覚
え
て

い
な
い
ん
で
す
。
後
か
ら
思
う
と
、
偉

人
が
好
き
と
か
、
何
を
し
た
か
ら
好
き

を
訪
れ
ま
し
た
。
私
は
海
の
側
で
育
っ

て
い
な
い
の
で
す
が
、
海
を
見
て
安
心

す
る
と
い
う
か
、
す
ご
く
気
に
入
っ
た

ん
で
す
。
指
月
山
と
菊
ヶ
浜
の
風
景
が

大
好
き
で
す
。

　

卒
業
し
た
ら
山
口
県
に
住
み
た
い
と

い
う
思
い
を
い
つ
も
口
に
出
し
て
い
た

の
で
、
友
達
の
後
押
し
も
あ
り
、
就
職

活
動
は
山
口
県
で
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
の
夏
、
山
口
県
の
就
職

フ
ェ
ア
に
行
き
、
企
業
の
説
明
な
ど
を

聞
き
ま
し
た
。
会
社
勤
め
・
・
・
、
な

に
か
違
う
と
思
っ
て
い
る
と
き
、
就
農

の
コ
ー
ナ
ー
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

将
来
、
農
業
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕

事
は
な
い
か
と
相
談
す
る
と
、
萩
市
に

集
落
営
農
支
援
員
と
い
う
農
作
業
と
地

域
振
興
の
仕
事
の
求
人
が
あ
る
と
聞
き
、

翌
日
は
市
の
職
員
の
方
と
む
つ
み
な
ど

の
地
域
を
回
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
天

気
が
良
く
て
、
空
が
青
く
、
石
州
瓦
が

赤
く
て
、
穂
に
色
が
つ
き
始
め
て
い
て
、

な
ん
て
明
る
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思
い
、

印
象
的
で
し
た
。

　

外
部
の
人
が
地
域
振
興
に
携
わ
る
の

は
難
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ま
ず
住
ん
で
、
徐
々
に
人
の
関
係

が
で
き
れ
ば
と
も
考
え
、
移
住
を
決
め

ま
し
た
。

　

集
落
営
農
支
援
員
の
仕
事
の
ひ
と
つ

は
、
ハ
ウ
ス
で
の
ト
マ
ト
栽
培
で
、
管

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
書

い
た
日
記
や
手
紙
に
共
感
し
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

吉
田
松
陰
の
処
刑
を
知
っ
た
高
杉
晋

作
が
周
布
政
之
助
に
宛
て
た
手
紙
の
最

後
に
「
言
い
訳
（
不
平
）
を
先
輩
に
書

く
こ
と
を
許
し
て
く
だ
さ
い
。
書
い
て

し
ま
い
ま
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
小
さ
な
字
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
書
き
た
く
な
い
言
い
訳
を
書
い

て
し
ま
っ
た
の
で
小
さ
な
字
に
な
っ
た

の
で
は
と
共
感
で
き
て
、
人
間
味
を
感

じ
ま
し
た
。

　

大
学
に
進
学
し
た
こ
ろ
か
ら
、
将
来

は
山
口
県
に
住
ん
で
み
た
い
気
持
ち
と
、

い
つ
か
は
農
業
が
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
萩
は
観
光
地
の

印
象
が
強
く
、
農
業
が
で
き
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
22
年
の
秋
、
観
光
で
初
め
て
萩

理
、
収
穫
、
出
荷
の
手
伝
い
で
す
。

　

収
穫
は
６
月
か
ら
11
月
、
12
月
か
ら

５
月
は
、
片
付
け
、
堆
肥
な
ど
の
土
づ

く
り
、
苗
の
準
備
・
管
理
と
い
う
流
れ

で
す
。
ト
マ
ト
作
り
は
楽
し
い
で
す
が
、

厳
し
さ
を
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
農
業
の
基
礎
知
識
が

な
い
と
、
ど
う
い
う
仕
組
み
な
の
か
納

得
が
い
か
な
か
っ
た
り
、
考
え
す
ぎ
た

り
、
し
っ
く
り
こ
な
か
っ
た
り
。

　

家
で
は
小
さ
な
菜
園
で
、
野
菜
や

ハ
ー
ブ
、
花
な
ど
20
種
類
ぐ
ら
い
を

作
っ
て
い
て
、
野
菜
を
買
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
穫
れ
た
野
菜
を

ど
の
よ
う
に
消
費
し
よ
う
か
、
保
存
も

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
た
り
し
ま
す
。

　

体
調
を
崩
し
や
す
か
っ
た
の
で
す
が
、

農
作
業
を
す
る
こ
と
で
夜
は
よ
く
眠
れ

て
、
ご
飯
も
美
味
し
い
。
体
調
管
理
も

で
き
て
、
朝
が
来
る
た
び
に
嬉
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

　

地
域
振
興
の
仕
事
は
、
お
祭
り
の
準

備
な
ど
も
あ
り
、
特
に
10
月
は
行
事
が

多
い
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
な
ど
に
も
参
加
の
機
会
を
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の

方
や
ト
マ
ト
農
家
以
外
の
方
と
も
知
り

合
う
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
笑
う
場
所
が
あ
る
こ
と
に
、
す
ご

く
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
友
達

も
で
き
て
、
地
域
外
の
農
家
の
方
と
の

つ
な
が
り
も
で
き
ま
し
た
。
学
生
の
時
、

授
業
で
足
を
運
ん
だ
他
の
農
村
に
比
べ

る
と
、
こ
こ
は
協
議
会
が
し
っ
か
り
し

て
い
て
、
元
気
だ
な
と
思
い
ま
す
。

桔き
き
ょ
う梗 

聖さ
と
こ子

集
落
営
農

支
援
員

さ
ん

（
東
京
都
出
身
、萩
市
む
つ
み
在
住
、26
歳
）

マップ作りにも参加
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自
分
の
病
気
を
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

良
い
の
だ
ろ
う
？
そ
ん
な
患
者
の
窓
口

と
し
て
機
能
す
る
「
総
合
診
療
科
」
が
、

平
成
25
年
12
月
、
萩
市
民
病
院
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
発
熱
や
腹
痛
な
ど
の
救

急
医
療
の
対
応
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の

治
療
や
健
康
指
導
、
認
知
症
や
寝
た
き

り
に
伴
う
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相

談
ま
で
幅
広
い
医
療
を
提
供
す
る
総
合

診
療
科
。

　

県
内
で
も
６
人
し
か
い
な
い
総
合
診

療
医
の
一
人
で
、
総
合
診
療
科
科
長
の

齊
藤
裕
之
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

田
町
商
店
街
の
一
角
に
あ
る
靴
店
の

息
子
だ
っ
た
私
が
総
合
診
療
医
と
な
っ

た
の
は
、
地
元
で
診
療
所
を
営
ん
で
い

た
祖
父
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

萩
高
校
卒
業
後
に
進
学
し
た
川
崎
医

科
大
学
は
、
全
国
の
大
学
の
中
で
初
め

て
総
合
診
療
科
を
設
立
し
た
大
学
で
、

在
学
中
、
先
進
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

病
院
に
何
度
か
研
修
に
も
行
っ
た
こ
と

か
ら
、
総
合
診
療
に
触
れ
る
機
会
も
多

く
、
将
来
的
に
、
日
本
で
も
必
要
と
さ

れ
る
分
野
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
医
者
だ
っ
た
祖
父
の
姿
も

潜
在
的
に
私
の
中
に
あ
り
、
医
者
な
ら

ば
患
者
さ
ん
の
す
べ
て
を
診
る
の
は
当

然
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
総
合
診
療
医
の
道
に
進
み
ま

し
た
。

　

卒
業
後
は
、
ほ
と
ん
ど
の
研
修
医
が

大
学
病
院
に
残
る
な
か
、
私
は
１
年
間

だ
け
川
崎
医
大
病
院
で
過
ご
し
た
後
、

医
局
と
は
別
の
キ
ャ
リ
ア
を
選
択
し
、

福
岡
県
の
麻
生
飯
塚
病
院
に
研
修
先
を

移
し
ま
す
。
そ
こ
は
、
大
学

病
院
の
よ
う
な
先
輩
後
輩
の

垣
根
は
な
く
、
病
院
全
体
が

一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
学
び

合
い
、
向
上
し
て
い
こ
う
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

　

医
学
教
育
の
質
が
高
け
れ

ば
、
医
療
の
質
も
向
上
す
る

の
だ
と
感
じ
た
３
年
間
の
研

修
は
、
私
の
原
点
に
な
っ
て

い
ま
す
。
28
歳
か
ら
は
、
岡

山
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
に
携
わ
り
な
が
ら
、

３
年
間
、
家
庭
医
と
し
て
勉
強
を
重
ね

ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
総
合
診
療
科
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
東
京
医
科
大
学
に

勤
務
し
、
３
年
間
、
臨
床
医
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
研
修
医
の
指
導
教
育
も
経

験
。
更
に
、
次
の
勤
務
先
で
あ
る
同
善

会
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
副
院
長
と
し
て

経
営
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
、

患
者
さ
ん
が
１
日
５
人
ほ
ど
し
か
訪
れ

な
か
っ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
、
２
年
間
で

１
２
０
人
が
訪
れ
る
ま
で
に
成
長
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
事
務
長
が
、
医
療
系
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

組
織
論
や
経
営
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
、
医
者
と
経
営
者
が
う
ま
く

連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
院
が
向
上

し
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
の
手
応
え

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
経
験
は
も

と
よ
り
、
医
療
業
界
に
お
い
て
新
規
参

入
と
な
る
総
合
診
療
科
が
生
き
残
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
組
織
論
や
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
ス
キ
ル
、
経
営
な
ど
に
つ
い

て
有
用
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経
営
学
修

士
）
の
取
得
を
決
意
。
２
年
間
、
在
宅

ケ
ア
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤
務
し
な

が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
昨

年
、
英
国
国
立
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
経
営
大

学
院
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
た

時
、
今
後
に
向
け
て
の
情
報
収
集
を
し

て
い
た
中
で
、
萩
市
か
ら
お
誘
い
を
受

け
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、
総
合
診
療
医
の
指
導
教
育
を
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
当
初

は
お
断
り
し
た
の
で
す
が
、
事
務
部
長

か
ら
、
萩
市
の
地
域
医
療
の
厳
し
い
現

状
を
聞
き
、
私
の
中
に
あ
っ
た
郷
土
愛

に
火
が
付
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

周
囲
に
相
談
し
て
も
、
多
く
の
人
か

ら
反
対
さ
れ
ま
し
た
し
、
実
際
に
決
断

す
る
ま
で
に
１
年
半
ほ
ど
悩
み
ま
し
た

が
、
今
、
こ
こ
で
萩
へ
帰
ら
な
い
と
後

悔
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
平
成

25
年
12
月
に
帰
郷
。
萩
市
民
病
院
で
総

合
診
療
科
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
総
合
診
療
医
と
し
て
の
診
療

は
も
ち
ろ
ん
、
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
て

い
る
萩
市
で
、
若
い
医
師
を
育
て
て
い

く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

齊藤 裕
ひ ろ ゆ き

之 さん

　

ま
ず
は
、
来
年
、
私
の
元
で
研
修
し

た
い
と
い
う
研
修
医
が
一
人
来
る
こ
と

に
加
え
、
再
来
年
度
か
ら
は
、
県
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
東
京
の
卒
後
２
年
目

の
研
修
医
た
ち
が
定
期
的
に
萩
で
、
診

療
を
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
学
ぶ
研
修

を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
医
師
を
地
域
で
育
て
て
い
く

た
め
に
は
、
専
門
医
試
験
を
受
け
る
た

め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

学
会
に
、
卒
後
３
〜
５
年
の
医
師
が
受

け
る
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
申
請
し

た
と
こ
ろ
、
今
年
９
月
に
認
可
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
に
関
心
の
あ
る
研
修
医
を

全
国
公
募
し
、
萩
で
医
師
を
育
て
ら
れ

る
教
育
環
境
を
整
備
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
帰
郷
し
て
か
ら
提
案
し
て
き
た
こ

と
が
、
最
近
、
少
し
ず
つ
う
ま
く
い
く

の
で
は
な
い
の
か
な
と
思
い
始
め
て
い

ま
す
。

　

総
合
診
療
は
、
地
域
に
根
ざ
し
て
い

る
こ
と
が
、
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
萩
で
育
っ

た
若
い
医
師
た
ち
と
共
に
、
萩
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
医
療
を
言
語
化
、
ま
た
は

文
献
化
し
、
学
会
な
ど
で
外
に
発
信
す

る
こ
と
が
、
私
の
今
の
目
標
で
す
。

（萩高平成６年卒 38歳）

萩市民病院
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鮮
魚
店
の
次
男
坊
が
営
む
お
店
と
し

て
人
気
の
「
旬
鮮
Ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
次
男

坊
」。
店
主
の
松
本
昌
二
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

椿
東
小
学
校
か
ら
萩
商
業
高
校（
現
・

萩
商
工
高
）
ま
で
、
野
球
部
に
所
属
し

て
い
た
私
は
、
高
校
卒
業
後
、
下
関
唐

戸
魚
市
場
株
式
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

父
は
萩
市
内
の
ス
ー
パ
ー
の
テ
ナ
ン
ト

で
「
ま
つ
も
と
鮮
魚
」
を
営
ん
で
お
り
、

鮮
魚
店
だ
け
で
な
く
、弁
当
・
惣
菜
コ
ー

ナ
ー
も
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
私
自
身
、
家
業
を
継
ぐ
つ

も
り
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
唐
戸
魚

市
場
で
多
く
の
萩
商
業
高
校
野
球
部
Ｏ

Ｂ
が
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
縁
も
あ
り
、

偶
然
に
も
、
家
業
と
同
じ
く
水
産
業
界

に
身
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

唐
戸
魚
市
場
は
、
南は

え
ど
ま
り

風
泊
市
場
と
唐

戸
市
場
、
下
関
漁
港
市
場
の
三
市
場
を

拠
点
に
、
下
関
特
産
の
フ
ク
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
や
海
外
か
ら
入
っ
て
く
る
活

鮮
魚
介
類
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
私

も
三
市
場
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
魚
の
集
荷
販
売
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
卸
売
が
専
門
で
す
か
ら
、
漁

師
さ
ん
が
獲
っ
て
き
た
魚
を
１
円
で
も

高
く
売
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま

た
、
目
が
利
く
仲
買
さ
ん
に
買
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
、
新
鮮
な

状
態
を
保
つ
た
め
に
魚
の
締
め
方
な
ど

は
勉
強
し
ま
し
た
。

　

唐
戸
魚
市
場
に
は
12
年
間
勤
務
し
ま

し
た
が
、
30
代
に
入
り
、
今
後
の
人
生

を
見
つ
め
直
し
た
と
こ
ろ
、
市
場
で
の

仕
事
に
一
区
切
り
を
つ
け
よ
う
と
考
え
、

２
年
前
の
平
成
24
年
４
月
末
に
退
職
。

萩
へ
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

退
職
し
た
も
の
の
、
今
後
に
つ
い
て

は
未
定
で
し
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
は
、

家
業
の
手
伝
い
を
始
め
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
惣
菜
店
が
入
っ

て
い
た
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
す
る
こ
と
と

な
り
、
新
た
に
空
き
店
舗
を
借
り
て
、

弁
当
・
惣
菜
部
門
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
店
舗
の
ス
ペ
ー
ス
が
広
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
た
な
展
開
と
し
て
、
飲

食
店
の
経
営
を
私
が
任
さ
れ
、
同
年
９

月
に
「
旬
鮮
Ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
次
男
坊
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

毎
朝
３
時
に
起
き
て
、
父
と
一
緒
に
、

浜
崎
卸
売
市
場
と
萩
地
方
卸
売
市
場
に

出
向
き
、
新
鮮
な
魚
を
仕
入
れ
て
、
ラ

ン
チ
を
中
心
に
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
が
注
文
さ
れ
る

人
気
の
「
次
男
坊
定
食
」
は
、
刺
身
や

煮
付
け
と
い
っ
た
魚
料
理
を
は
じ
め
と

す
る
全
９
品
の
内
容
で
、
デ
ザ
ー
ト
も

付
い
て
い
る
の
で
、
特
に
女
性
の
お
客

様
に
好
評
で
す
。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
多
く
、
萩
市
内

は
も
ち
ろ
ん
、
長
門
や
山
口
、
益
田
な

ど
か
ら
も
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

市
街
地
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
立
地
に

も
関
わ
ら
ず
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

鮮
魚
店
が
経
営
す
る
飲
食
店
で
す
し
、

萩
の
方
た
ち
は
魚
を
食
べ
慣
れ
て
い
る

の
で
、
鮮
度
に
は
強
い
こ
だ
わ
り
と
自

信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
日
仕
入
れ
た
も
の
は
、
そ
の
日

の
う
ち
に
提
供
す
る
こ
と
は
当
然
で
す

が
、例
え
ば
、活
魚
が
手
に
入
れ
ば
、「
血

抜
き
」
に
加
え
て
、
身
が
固
く
な
ら
な

い
よ
う
、「
神
経
抜
き
」
と
い
う
処
置

を
施
し
、
鮮
度
を
保
つ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
下
関
で
は
、
神
経
抜
き
を
し
な

け
れ
ば
値
段
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
、
や
は
り
、
唐
戸
魚
市
場
で
勉
強
し

た
、
新
鮮
な
魚
を
提
供
す
る
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

越
ケ
浜
の
知
り
合
い
の
漁
師
さ
ん
た

ち
も
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
漁
師

さ
ん
か
ら
、「
鮮
度
が
良
い
」
と
言
わ

れ
る
の
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
ね
。
ま

た
、
お
客
様
の
中
に
は
、
う
ち
の
魚
な

ら
ば
食
べ
ら
れ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く

だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。「
お
い
し
か
っ

た
」、「
新
鮮
だ
ね
」
と
声
を
掛
け
て
い

た
だ
く
こ
と
も
非
常
に
多
い
で
す
。

　

新
鮮
な
魚
を
提
供
す
れ
ば
、
そ
の
お

い
し
さ
は
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
鮮
魚
店
直
営
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
、
鮮
度
の
高
い
魚

料
理
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
提
供
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

松本 昌
し ょ う じ

二 さん

次男坊定食（1,080 円）

（萩商業平成12年卒　33歳）

■旬鮮Ｄｉｎｉｎｇ次男坊
住所／萩市椿大屋 2152-3

（市街地から明木方面へ、山陰道入
口を過ぎて最初の信号を左折し約
100m 進んだ右側）
営業時間／ 11時～14時（オーダース
トップ13時30分）、18時～22時（オー
ダーストップ21時30分）
※夜は要予約
定休日／火曜日
※日曜日はランチ営業のみ
☎０８３８・２１・７００１
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デ
ザ
イ
ン
性
だ
け
で
な
く
機
能
性
も

兼
ね
備
え
た
家
具
を
製
作
し
、
若
者
を

中
心
に
注
目
を
集
め
始
め
て
い
る
家
具

職
人
・
中
原
忠
弦
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

中
原
木
材
工
業
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
私
は
、
地
元
の
小
中
学
校
を
経
て
、

長
門
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
家
業
を

継
ぐ
気
は
な
く
、
都
会
へ
の
憧
れ
か
ら
、

大
阪
の
カ
バ
ン
卸
売
り
会
社
や
広
島
の

電
器
店
に
勤
め
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
半
ほ
ど
で
退
職
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
22
歳
の
時
に
萩
へ

帰
郷
。
両
親
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
下

関
市
に
あ
る
山
口
県
立
西
部
高
等
産
業

技
術
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
家
業
に

近
い
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
に
籍
を

お
き
、
学
校
に
は
毎
日
通
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
学
ぶ
気
持
ち
に
は
全
く
な
ら
ず
、

遊
ん
で
ば
か
り
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
祖
父
の
代
か
ら
製
材
所
を
営

ん
で
い
る
家
業
は
、
主
に
大
手
企
業
の

下
請
け
を
し
て
お
り
、
多
く
の
従
業
員

を
雇
用
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
私
が
萩
に
帰
っ
て
き
た
当
時
は
、

仕
事
も
少
な
く
な
っ
て
い
て
、
工
場
は

廃
墟
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
工
場
の
片
付
け
や
錆
び

た
機
械
を
整
備
し
な
が
ら
、
廃
材
な
ど

を
使
用
し
て
、
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
な
椅

子
や
台
な
ど
の
木
工
品
を
作
り
始
め
ま

し
た
。
次
第
に
、
知
り
合
い
か
ら
依
頼

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
大

き
な
収
入
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
時
は
、
自
分
自
身
も
ど

ん
な
商
品
を
作
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら

ず
、
趣
味
の
バ
ン
ド
活
動
や
ア
ウ
ト
ド

ア
キ
ャ
ン
プ
に
夢
中
に
な
る
日
々
が
10

年
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
34
歳
の
時
に
転
機
が
訪

れ
ま
す
。
身
内
や
友
人
か
ら
「
都
会
で

良
い
モ
ノ
に
触
れ
た
ほ
う
が
良
い
」
と

言
わ
れ
、
京
都
・
大
阪
の
有
名
な
家
具

店
に
足
を
運
ん
だ
ほ
か
、
京
都
で
活
躍

す
る
萩
出
身
の
元
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

方
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
そ
の
方
か
ら
、

家
具
を
作
る
た
め
に
は
、
良
い
家
具
を

解
体
し
て
構
造
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　

都
会
で
素
晴
ら
し
い
家
具
に
触
れ
た

こ
と
で
、
高
価
で
も
、
自
分
が
カ
ッ
コ

良
い
と
思
う
も
の
を
作
れ
ば
良
い
と
感

じ
た
私
は
、
購
入
し
た
家
具
の
解
体
か

ら
勉
強
し
直
し
、
本
格
的
に
家
具
製
作

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
を
全
く
見
な
く
な
り
、

映
画
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

こ
の
頃
か
ら
で
す
。
約
２
時
間
の
作
品

に
多
額
の
費
用
を
か
け
て
制
作
さ
れ
る

映
画
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
究
極
の
形
だ

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
の
作
品
を

作
っ
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
あ
れ
ば
、
映
画
の
世
界
観
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
私
の

家
具
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
な
ど
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
近
未
来
的
な
デ
ザ
イ
ン

の
も
の
が
多
い
で
す
ね
。

　

趣
味
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
屋
内
外
問
わ
ず
に
使
用
で
き

る
も
の
を
作
り
た
い
と
、
実
用
性
、
機

能
性
に
も
優
れ
た
家
具
を
作
る
こ
と
に

も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア

用
品
や
実
体
験
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

家
具
の
持
ち
運
び
が
容
易
に
で
き
る
よ

う
、
強
度
や
安
定
感
を
保
ち
な
が
ら
も

無
駄
な
も
の
は
省
く
よ
う
改
良
を
重
ね

た
ほ
か
、
肌
が
触
れ
る
椅
子
は
、
座
り

心
地
や
背
も
た
れ
の
角
度
な
ど
に
も
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。

　

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
し
て
い
た
頃
か
ら

革
製
品
も
好
き
で
、
独
学
で
学
ん
だ
革

細
工
も
取
り
入
れ
て
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
は
も
ち
ろ
ん
、
人

や
映
画
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
自
分

の
内
面
か
ら
作
り
た
い
も
の
が
出
て
く

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
、
現
在
の
家

具
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
具
作
り
以
外
に
、
店
舗
の
内
装
デ

ザ
イ
ン
や
施
工
も
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
生
活
空
間
を
ト
ー
タ

ル
で
提
案
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
春
か
ら
工
場
の

一
部
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
自
分
の

家
具
や
空
間
を
提
案
す
る
「
基
地
」
の

よ
う
な
ス
タ
ジ
オ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
く

な
っ
た
石
や
レ
ン
ガ
な
ど
の
廃
材
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
廃
材
も
、
元
々
は
必

要
に
迫
ら
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
。

使
う
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
汚
い
の
で

は
な
く
古
く
な
っ
た
だ
け
の
も
の
で
す
。

　

都
会
に
は
な
い
、
山
や
川
な
ど
の
自

然
が
す
ぐ
側
に
あ
る
環
境
の
中
で
、
古

い
も
の
を
生
か
し
た
ス
タ
ジ
オ
を
中
心

に
、
よ
そ
か
ら
人
が
集
ま
る
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
を
訪
れ
た

人
が
、
私
の
家
具
を
気
に
入
っ
て
、
購

入
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

現
在
、
８
種
類
の
家
具
を
製
作
・
販

売
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
で

あ
る
ス
ツ
ー
ル
が
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

ｒ
ルｕ

ｃ
コｏ

（
唐
樋
町
、
２
０
１
４
年
３

月
号
で
紹
介
）
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
最

近
、
ス
タ
ジ
オ
に
若
い
人
た
ち
が
多
く

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
若
い
世
代
を
中

心
に
、
少
し
ず
つ
家
具
製
作
の
依
頼
が

増
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
が
作
る

家
具
も
、
修
理
し
な
が
ら
で
も
、
ず
っ

と
使
い
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
存
在

に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

中原 忠
ちゅうげん

弦さん（40歳）

■
中
原
木
材
工
業

住
所
／
萩
市
椿
東
３
７
８

☎
０
８
３
８
・
２
２
・
３
６
６
６

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w

w
.

nakahara-m
okuzai.com
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８
月
24
日
、
幕
末
を
語
る
貴
重
な
歴

史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
３
２
４
７
点
が
萩

市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
は
、
下
関
市
在
住
の
小お

が
わ川
忠た

だ
ふ
み文

さ
ん
（
74
歳
、
幕
末
歴
史
資
料
コ
レ
ク

タ
ー
）
に
よ
る
も
の
で
、
約
50
年
か
け

て
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
軍

事
」「
天
文
」「
測
量
」「
医
学
」「
科
学

技
術
」「
歴
史
資
料
」
の
６
分
野
に
わ

た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
文
献
で
し
か
知

り
得
な
か
っ
た
も
の
が
、
現
物
の
道
具

を
通
じ
て
立
体
的
に
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
大
変
貴
重
な
史
料

と
い
え
ま
す
。

　

小
川
さ
ん
は
、「
幕
末
歴
史
資
料
は

維
新
胎
動
の
地
で
あ
る
萩
に
あ
る
の
が

ふ
さ
わ
し
い
」
と
、
幕
末
の
研
究
や
、

次
代
へ
の
継
承
に
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
と
寄
付
の
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

幕
末
維
新
動
乱
期
に
使
用
さ
れ
た
ゲ

ベ
ー
ル
銃
・
ミ
ニ
エ
ー
銃
な
ど
の
鉄
砲

類
や
武
具
類
な
ど
の
軍
事
関
係
資
料
、

江
戸
時
代
に
日
本
で
最
初
に
作
ら
れ
た

天て
ん
も
ん
せ
い
し
ょ
う
ず

文
成
象
図
（
天
体
図
）
な
ど
の
天
文

関
係
資
料
、
伊
能
忠た

だ
た
か

敬
も
使
用
し
た
も

の
と
同
様
の
測
量
器
で
あ
る
象し

ょ
う
げ
ん
ぎ

限
儀
な

ど
の
測
量
関
係
資
料
、
エ
レ
キ
テ
ル
と

称
す
る
電
気
式
医
療
器
具
な
ど
の
医
学

関
係
資
料
、
江
戸
時
代
の
国
産
の
顕
微

鏡
な
ど
の
科
学
技
術
関
係
資
料
や
歴
史

関
係
資
料
な
ど
、
歴
史
的
に
貴
重
で
あ

る
と
と
も
に
、
分
野
も
多
岐
に
わ
た
り
、

他
に
類
を
見
な
い
ス
ケ
ー
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

萩
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
詳
し

く
調
査
し
、
保
存
整
備
を
進
め
て
い
る

旧
明
倫
小
学
校
校
舎
棟
（
２
号
棟
）
で
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
展
示
公
開
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
高
い
資
料

を
旧
明
倫
小
学
校
校
舎
で
展
示
公
開
す

る
こ
と
で
、
平
成
30
年
の
明
治
維
新

１
５
０
年
の
記
念
の
年
に
向
け
て
、
市

民
や
観
光
に
来
ら
れ
た
方
に
、
明
治
維

新
や
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
大
き
な
契
機
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
６
９
）コレクションを解説する小川さん

　

サ
ル
ト
市
は
ア
ン
マ
ン
に
首
都
が
移

さ
れ
る
ま
で
は
ヨ
ル
ダ
ン
国
の
首
都
で

あ
り
、
か
つ
て
は
政
治
、
経
済
、
文
化

の
中
心
地
で
し
た
。
石
造
り
の
歴
史
的

な
建
造
物
が
多
数
建
ち
並
ぶ
町
に
は
、

長
い
年
月
を
経
て
培
わ
れ
た
有
形
・
無

形
の
文
化
遺
産
（
お
た
か
ら
）
が
散
在

し
、
そ
こ
に
人
々
が
誇
り
を
持
っ
て
暮

ら
し
続
け
て
い
る
な
ど
、
萩
市
と
共
通

点
が
多
い
ま
ち
で
す
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
国
で
、
萩
市
の
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
が
注
目
さ
れ
高

い
評
価
を
得
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
平
成
16
年
に
関
係
者
が
萩
市
を
訪

れ
た
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
）
の
研
修
で
す
。

　

石
油
を
産
出
し
な
い
ヨ
ル
ダ
ン
国
で

は
、
こ
れ
ま
で
世
界
遺
産
の
ペ
ト
ラ
遺

跡
や
死
海
な
ど
の
豊
か
な
考
古
遺
跡
や

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
を
活
か
し
た
観

光
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
人
々
の

暮
ら
し
と
と
も
に
息
づ
く
ア
ラ
ブ
の
伝

統
文
化
を
新
た
な
観
光
に
結
び
付
け
る

試
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
か
ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の「
ヨ

ル
ダ
ン
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
観
光

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
３
年
間
の

予
定
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
関
係
者
が

３
度
に
わ
た
り
萩
市
を
訪
れ
て
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
萩
市
か
ら
も
、
ま
ち

サ
ル
ト
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
式
で

ス
ピ
ー
チ
す
る
野
村
萩
市
長

じ
ゅ
う
博
物
館（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

や
中
核
博
物
館
の
運
営
、
景
観
管
理
の

仕
組
み
の
導
入
な
ど
の
技
術
協
力
の
た

め
に
、
専
門
職
員
２
人
が
毎
年
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
３
日
、
サ
ル
ト
市
で
サ
ル
ト
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
式
が
行
わ

れ
、
ヨ
ル
ダ
ン
国
観
光
遺
跡
大
臣
に
続

き
、
野
村
市
長
が
来
賓
と
し
て
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
サ
ル
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ

る
「
浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物
館
」
を

モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
、
マ
ッ
プ
を
手

に
ま
ち
や
公
開
さ
れ
た
家
々
を
巡
り
、

住
民
に
よ
る
伝
統
的
な
も
て
な
し
や
伝

統
衣
装
の
着
付
け
を
体
験
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
６
日
に
は
、
野
村
市
長
が
行
政

や
観
光
関
係
者
を
対
象
に
、「
萩
市
は
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
を
推
進
し
、お
も
て
な

し
の
観
光
を
住
民
や
事
業
者
の
協
力
で

実
現
し
て
い
る
。
長
続
き
す
る
観
光
開

発
に
は
、
住
民
が
主
体
的
に
参
加
す
る

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
手
法
が
有
効
で
、

サ
ル
ト
市
で
も
体
験
型
、
交
流
型
の
観

光
開
発
が
で
き
る
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

　

萩
市
の
取
り
組
み
が
、
世
界
で
注
目

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
９
０
）

　中東のヨルダン国サルト市において、現在、「萩まちじゅう博物館」
をモデルとしたまちづくりや観光開発が進められています。
　そのサルト市を、10 月３日から６日まで、サルト市長の招待を受
けて野村興兒萩市長が訪問。サルトエコミュージアム（サルト市版ま
ちじゅう博物館）の開館式に参加するとともに、萩まちじゅう博物館
の取り組みについて関係者に紹介しました。
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萩
市
が
定
住
支
援
策
と
し
て
行
っ
て

い
る
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
が
全
国

か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

８
月
11
日
、
人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
有

吉
ゼ
ミ
」
で
、「
土
地
付
き
一
戸
建
て

が
50
万
円
で
買
え
る
」
と
し
て
萩
市
の

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
物
件
が
紹
介
さ

れ
、
大
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
番
組
内

で
は
、
激
安
で
借
り
ら
れ
る
庭
・
畑
付

き
の
賃
貸
物
件
や
、
萩
の
お
い
し
い
海

の
幸
、
漁
業
や
農
業
の
就
業
支
援
制
度

な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
定
住
総
合
相
談
窓
口
に
は
、
放

送
直
後
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
。
放

送
の
あ
っ
た
８
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の

月
平
均
の
３
〜
４
倍
と
な
る
１
０
０
件

を
超
え
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
人
の

た
め
の
ガ
イ
ド
雑
誌
「
田
舎
暮
ら
し
の

本
」
10
月
号
で
も
、
５
ペ
ー
ジ
に
わ
た

り
萩
市
の
物
件
情
報
や
移
住
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
今
、

萩
暮
ら
し
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

市
の
定
住
総
合
相
談
窓
口
で
は
、
移

住
希
望
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
住
で
き
る

よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
萩
へ

の
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
と
は

　

萩
市
内
に
あ
る
使
用
さ
れ
て
い
な
い

住
宅
等
を
、
所
有
者
の
了
解
を
得
て
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
移
住
希

望
者
の
住
ま
い
（
賃
貸
・
売
買
）
と
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
物
件
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
含
む
定
住
総

合
相
談
窓
口
を
経
由
し
た
萩
市
へ
の
移

住
者
は
、
平
成
18
年
の
窓
口
開
設
か
ら

１
１
１
世
帯
、
２
１
３
人
に
の
ぼ
り
ま

す
（
９
月
末
現
在
）。

◆
空
き
家
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
は
、
こ
れ
ま

で
２
１
９
件
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
が
、

成
約
済
み
の
も
の
な
ど
を
除
く
と
、
情

報
提
供
し
て
い
る
物
件
は
57
件
と
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
内
に
所
有
し
て
い
る
空
き
家
を

登
録
し
、
有
効
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
定
住
総
合
相
談

窓
口
（
企
画
政
策
課
内
）（
０
８
３
８
・

２
５
・
３
８
１
９
）

　幕末・明治維新に関し、萩ゆかりの人物や歴史等を学ぶ「萩・
幕末維新検定」を開催します。
　今回から、「中級・門下生コース（昨年の検定と同レベル）」
と「上級・師範コース」の２コースとなります。
▽検定日　平成 27 年２月８日（日）午前 10 時〜（90 分間）
▽検定場所　萩市民館ほか
○中級・門下生コース　▽受検資格　どなたでも　▽出題
　択一式 50 問・記述式 50 問　▽検定料　3,000 円
○上級・師範コース　▽受検資格　第１回萩・幕末維新検
定合格者　▽出題　択一式 30 問・記述式 70 問　▽検定
料 3,500 円
◎申し込み　▽申込締切　平成 27 年１月 15 日

「萩・幕末維新検定ホームページ」からお申し込みください。
※割引制度や受検者特典があります。詳しくは「萩・幕末
維新検定ホームページ」をご覧ください。
◆検定問題集（公式テキスト）
▽Ａ５版、179 ページ　▽定価　1,500 円
※電話・メールでの注文、配送可。

（０８３８・２５・３１７７、メール npomachihaku02@
royal.ocn.ne.jp）
■問い合わせ　萩市まちじゅう博物館推進課

（０８３８・２５・３２９０）

「有吉ゼミ」（日テレ系列）
放送後、問い合わせが殺到

「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」

（
宝
島
社
）

10
月
号
で
紹
介

　10 月 25・26 日に岩手県で開催された「全日本合唱コ
ンクール全国大会」で、中国５県の代表として出場した萩
高校合唱部が銅賞を受賞しました。萩高校合唱部の当大会
への出場は３年連続、５回目となり、ＮＨＫ全国学校音楽
コンクールと合わせると、５年連続の全国大会出場となり
ます。
　今年３月に、長年合唱部を指導してきた有冨美子先生が
定年退職し、新年度からは有冨先生の後輩にあたる松屋ま
なみ先生がそのバトンを引き継ぎ、新しい合唱部がスター
トしました。

▷冨川命
め い

生部長（３年）「萩高にしか出来ない演奏をができ、
楽しいステージでした。」
▷松屋先生「生徒と臨んだ初めての全国大会。納得のいく演奏
ができました。」
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  ８月 14 日、毎年夏恒例となっている萩高 26 期同期会を開
催しました。 男性14人、女性９人が出席。今年は東京・大阪・
広島・萩のまとめ役が事前に開催案内を行い初参加の人も多
く、大いに盛り上がりました。また来年は還暦なのでもっと
多くのメンバーに呼びかけ「還暦同期会を開催しよう」とい
うことになりました。
　最後は全員で校歌を斉唱、予定した時間はあっという間に
終了、この後ほぼ全員が２次会（カラオケ）へ。翌日はこれ
も恒例になっている有志によるゴルフ会を開催しました。
　26 期の皆さんへ。次回の還暦同期会は 2015 年８月 14 日

（金）午後６時 30 分、萩本陣です。来年の夏はぜひ集まり
ましょう。　　　　　　　　　　　　児玉晃一（大阪府堺市）

萩商工高校体育館（萩市）10月11日

　萩高 24 期、通称「萩高ニッパチ会」の還
暦を祝う記念同期会に全国各地から 118 人
が集いました。室田浩一世話人代表のあいさ
つに続き、乾杯、スライド映写、福引き抽選
会など趣向を凝らした記念同期会は、高校時
代の顔写真入りネームプレートの懐かしい友
とも再会し、大いに盛り上がりました。また、
準備した真っ赤なリボンを、蝶ネクタイや髪
飾りなどにして身を飾り、還暦を祝いました。
　そして、昭和 62 年八八会を引き受けた時
のテーマ「私の裡で鳴りやまない詩」を思い
出しながら、友との再会を喜び合い、最後に
校歌を歌って中締めをしました。

有冨美子（萩市）

　
８月16日会員投稿

萩高昭和47年卒（24期）還暦記念同期会
萩本陣（萩市）

　９月 13 日、お茶の水の「銀座アスター賓館」で 24 人が
集まりました。今回が 14 回目になります。おじさん、おば
さんになっていても、三見中同窓会は、子ども心に帰るタイ
ムトンネル、みんなに会えば幼い頃を過ごした三見の海や山、
田圃や畑の風景が蘇ります。
　おいしい料理に舌鼓を打った後は、神田明神にお参りし、
天野屋の特製甘酒をいただくのが恒例になってきました。
　次回の三見中学校同窓会は 2015 年９月 12 日（土）にお
茶の水の「銀座アスター賓館」で行います。

幹事　坪井（福田）良子

　
９月13日会員投稿 銀座アスター賓館（東京都）だいにんぐまめた（萩市）８月14日会員投稿

　統合して第６回目となる総会で、約 400 人が参加。今年
度から暑い夏を避け、10 月第２土曜日の開催となりました。
今年の引受期代表は、昭和 53 年商業卒の久保吉史さん。
　池田誠次会長は「今年度は、在校生の活躍も多く、野球部
の甲子園山口県予選大会のベスト４や、少林寺拳法全国大会
への女子組演舞の出場。また、卒業生がアジア大会７人制の
ラグビー日本代表選手として金メダル獲得など、多くの感動
をいただきました」とあいさつ。

　品川豊勝校長は「人口減に伴って若干生徒は少なくなって
いますが、部活に勉強に非常に頑張っています。本校の生徒
像、チャレンジ精神をもって、ふるさとを愛し、地域の発展
に貢献できる学生を育成、生き抜く力をつけて生徒を送り出
したい」と近況を報告しました。
　懇親会では、ハワイアンの踊りや恒例の福引抽選会なども
あり、旧友と楽しく語り合いました。
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　昭和 24 年育英小学校（須佐）卒業生が、卒業 65 年記念
同期会を開催しました。前回の還暦同期会から久々の集いと
なり、関東・関西・広島・福岡をはじめ須佐地区・県内各地
から 28 人が参集しました。
　卒業以来の初参加者をはじめ、還暦以来久しぶりの再会者
もあって、大いに久闊を叙すことができました。65 年の歳
月は同級生の 22％を失い、22％が所在不明になりましたが、
傘寿の同期会を約してお開きになりました。
　折から台風の余波を受け、維新 150 年市内観光は次回の
楽しみに残して再会を約しました。　　　近藤安弘（東京都）

　
９月24日会員投稿 萩一輪（萩市）

「クラス会をいつ、どこで開催します」という
情報をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　23 回目、28 人が出席。会長の藤田博文さん（昭和 34 年卒）
から、会長職を廣瀬勝彦前事務局長（昭和 39 年卒）に、事
務局長を山縣修さん（昭和 43 年卒）にバトンタッチし、自
身は萩の宣伝に専念したいとあいさつされ、大河ドラマ「花
燃ゆ」先取り学習として「松下村塾に学ぶ」の開催案内があ
りました。
　司会の松浦好徒さん（昭和 51 年卒）の軽快な進行で、ハ
ズレなしのビンゴ大会も大いに盛り上がり、終始和やかな雰
囲気につつまれ、最後に校歌を合唱しました。

　
西鉄グランドホテル（福岡県）９月14日

　同期会は１年に１度開催しており、萩在住の皆さんや遠く
からは関東・近畿地区からも帰省し、昔懐かしい萩弁が飛び
交う賑やかな集まりです。
　今年は恩師・横山繁先生が卒寿を迎えられ、お祝いの会を
併せて開催しました。先生は私たちが５・６年生の時の担
任で、卒業後も 60 数年お世話になっています。現在先生は、
船釣りに出かけられたり、謡曲の師範をされたり大変お元気
です。当日は鶴亀を吟じていただきました。
　私たちも 75 歳を迎え、先生の元気をもらって喜寿、米寿
を目指して頑張ろうと誓い合いました。この素晴らしい仲間
の同期会をいつもお世話いただいている岩田薫さんに感謝の
気持ちでいっぱいです。来年も元気で楽しい同期会に集まる
ことを誓って散会しました。　揚井勝利（奈良県大和郡山市）

　
９月10日会員投稿 高大（萩市）

　５年毎に開催している同期会を別府市で開催しました。今
回は、学校を卒業して 50 年目の節目の年でもあり、全国か
ら多くの皆さんが出席する予定でしたが、台風 18 号の影響
で見島からの定期船が欠航してしまい、出席者は半減して
しまいました。突然の止むを得ない事情によるものとはいえ、
出席できなかった方が多くおられたことがとても残念でした。
　この影響で、会の盛り上がりに欠けるのではないかと危惧
しましたが、その心配はよそに、久しぶりお会いしたことも
あり、深夜まで歌と温泉でとても楽しく、和やかなひととき
となりました。
　最後に、次回も元気にお会いすることを皆さんで約束して、
散会しました。　　　　　　　　山谷幹夫（福岡県北九州市）

　
10月５日会員投稿 杉乃井ホテル（大分県）
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■
岡
田
泰 

作
陶
展

11
月
９
日
（
日
）
ま
で

北
海
道
旭
川
市
一
条
通
８
丁
目
右
１

西
武
旭
川
店
A
館

（
０
１
６
６
・
２
１
・
０
１
１
１
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

平
成
27
年
１
月
28
日
（
水
）
〜
２
月
２

日
（
月
）

北
海
道
旭
川
市
一
条
通
８
丁
目
右
１

西
武
旭
川
店

（
０
１
６
６
・
２
１
・
０
１
１
１
）

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

11
月
８
日（
土
）
午
後
２
時
〜

東
京
都
品
川
区
大
崎
（
大
崎
駅
東
口
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

　
（
０
３
・
３
３
７
３
・
４
０
２
０
）野
村

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
15
日
（
土
）
正
午
〜

東
京
都
港
区
高
輪
（
品
川
駅
高
輪
口
）

日
立
金
属 

高
輪
和わ

き
ょ
う
か
ん

彊
館

（
０
４
６
２
・
５
５
・
６
２
０
７
）
勝
山

■
元
陽
展
（
絵
画
全
国
公
募
団
体
）

　

萩
市
出
身
で
広
島
市
在
住
の
西
村
不ふ

可か

止し

さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
６
日
（
木
）
ま
で
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分
（
入
場
は
５
時
ま
で
）

※
11
月
４
日
（
火
）
は
休
館
、
最
終
日

入
場
は
13
時
30
分
ま
で
、
閉
会
は
14
時
。

観
覧
料　

一
般
７
０
０
円
、大
学
生
５
０

０
円
、高
校
生
以
下
・
70
歳
以
上
・
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８
︲
36

東
京
都
美
術
館
２
階

（
０
３
・
３
９
２
３
・
６
９
２
１
）

■
日
原
史
絵
×
大
石
将
紀
×
山
本
和
智

リ
サ
イ
タ
ル

　

萩
市
出
身
の
現
代
音
楽
作
曲
家 

山
本

和
智
の
楽
曲
を
日
原
史
絵
（
琴
・
三
絃
）、

大
石
将
紀
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）
が
演
奏

し
ま
す
。

11
月
14
日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
〜

入
場
料　

２
０
０
０
円
（
当
日
２
５
０

０
円
）

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
（
渋
谷
駅
か
ら

徒
歩
５
分
） 

渋
谷
区
文
化
総
合
セ
ン

タ
ー
大
和
田
４
階

（
０
３
・
３
４
６
４
・
３
２
５
１
）

■
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
４

　

全
国
の
島
々
が
集
ま
る
祭
典
。
萩
諸

島
か
ら
は
、
見
島
の
ウ
ニ
瓶
詰
、
大
島

の
い
も
も
ち
、
相
島
の
さ
つ
ま
い
も
、

櫃
島
の
た
ま
ね
ぎ
等
を
販
売
。

11
月
22
日
（
土
）、
23
日
（
日
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
23
日
は
午
後

５
時
ま
で
）

東
京
都
豊
島
区
池
袋　

池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館　

３
階
展
示

ホ
ー
ル
Ｃ

（
問
）
実
行
委
員
会

（
０
３
・
６
８
２
２
・
９
２
４
６
）

■
一
坂
太
郎
講
演
会
「
吉
田
松
陰
と
そ

の
家
族
」

11
月
23
日
（
日
・
祝
）
午
前
10
時
〜

講
師　

一
坂
太
郎
（
萩
博
物
館
特
別
学

芸
員
）

入
場
料　

１
０
０
０
円

東
京
都
文
京
区
春
日
１
︲
16
︲
21

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
２
階
小
ホ
ー
ル

（
問
）
萩
大
志
館
（
E
メ
ー
ル
の
み
）

hagitaishikan@
gm

ail.com

■
現
代
陶
芸
「
現
象
」
展

　

現
代
陶
芸
の
新
た
な
騎
手
た
ち
に
焦

点
を
あ
て
た
展
覧
会
。
岡
田
泰
、
濱
中

史
朗
、
三
輪
華
子
の
作
品
が
出
品
。

11
月
24
日
（
月
・
振
休
）
ま
で

茨
城
県
笠
間
市
笠
間
２
３
４
５

茨
城
県
陶
芸
美
術
館

　
　
　
（
０
２
９
６
・
７
０
・
０
０
１
１
）

■
柳
井
嗣
雄
展
ーD

ark C
loud

ー

　

萩
市
出
身
で
和
紙
ア
ー
ト
活
動
を
行

う
柳
井
嗣
雄
の
作
品
展
。

12
月
６
日
（
土
）
〜
28
日
（
日
）

東
京
都
調
布
市
仙
川
町
１
︲
24
︲
１

プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
（
０
３
・
３
３
０
０
・
１
０
１
０
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

12
月
16
日
（
火
）
〜
24
日
（
水
）

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１

︲
６
︲
２　

そ
ご
う
大
宮
店

（
０
４
８
・
６
４
６
・
２
１
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館　

年
末
大
売
出
し

　

萩
の
蒲
鉾
や
夏
み
か
ん
加
工
品
な
ど

を
販
売
。

12
月
下
旬　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
７

時東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階

　
　
　
（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■
三
輪
和
彦
「
淵
淵
に
立
つ
」

11
月
12
日
（
水
）
〜
18
日
（
火
）

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
１
︲
１

︲
４　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
名
古
屋
タ
カ
シ
マ
ヤ

（
０
５
２
・
５
６
６
・
１
１
０
１
）

■
「
や
き
も
の
っ
て
何
ダ
」
巡
回
展

　

三
輪
壽
雪
（
十
一
代
休
雪
）
の
「
鬼

萩
窯
変
割
高
台
茶
碗
」
な
ど
、
県
立
萩

美
術
館
・
浦
上
記
念
館
が
所
蔵
す
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

12
月
14
日
（
日
）
ま
で

滋
賀
県
甲
賀
市
信
楽
町
勅
旨
２
１
８
８

︲
７　

滋
賀
県
立
陶
芸
の
森

（
０
７
４
８
・
８
３
・
０
９
０
９
）

■
萩
・
倭
新
鋭
陶
芸
作
家
４
人
展　

　

岡
田
泰
、
渋
谷
英
一
の
陶
芸
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
５
日
（
水
）
ま
で

大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野
筋
１
︲
１
︲

43　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店

（
０
６
・
６
６
２
４
・
１
１
１
１
）

■
金
子
信
彦 

作
陶
展

平
成
27
年
２
月
４
日（
水
）〜
10
日（
火
）

大
阪
府
大
阪
市
北
区
角
田
町
８
︲
７

阪
急
う
め
だ
本
店 

７
階
美
術
画
廊

（
０
６
・
６
３
６
１
・
１
３
８
１
）

■
元
陽
展
（
絵
画
）
巡
回
展

　

萩
市
出
身
で
広
島
市
在
住
の
西
村
不ふ

可か

止し

さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
14
日（
水
）〜
18
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
茶
臼
山
町
１

︲
82
（
天
王
寺
公
園
内
）

大
阪
市
立
美
術
館

（
０
６
・
６
７
７
１
・
４
８
７
４
）

■
「
次
代
の
息
吹 

萩
焼 

船
崎
透
・
玉

村
信
一 

二
人
展
」

11
月
５
日
（
水
）
ま
で

広
島
県
中
区
胡
町
６
︲
26

福
屋
八
丁
堀
本
店
７
階

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　

陶
芸
家
岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
玉
村

信
一
、
野
坂
和
左
、
波
多
野
善
蔵
、

松
尾
藻
風
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
金
沢
展　

11
月
９
日（
日
）
ま
で

石
川
県
立
美
術
館

◆
岡
山
展　

11
月
13
日（
木
）
〜
30

日
（
日
）
岡
山
県
立
美
術
館

◆
松
江
展　

12
月
３
日（
水
）
〜
25

日
（
木
）
島
根
県
立
美
術
館

◆
高
松
展　

１
月
２
日（
金
）
〜
18

日
（
日
）
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
仙
台
展　

１
月
22
日（
木
）
〜
27

日
（
火
）
仙
台
三
越

日
本
伝
統
工
芸
展

第
61
回

北
海
道
地
区

中
部
地
区

関
東
地
区

関
西
地
区

中
国
地
区
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片
山
仁
根
さ
ん　
　
（
京
都
府
城
陽
市
）

加
藤
昌
子
さ
ん　
　
（
北
海
道
江
別
市
）

藤
㟢
伊
世
夫
さ
ん　
（
東
京
都
葛
飾
区
）

吉
見
浩
さ
ん　
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

茎
田
潤
さ
ん　
　
（
東
京
都
西
東
京
市
）

久
保
田
泉
さ
ん　
　
（
千
葉
県
佐
倉
市
）

伊
勢
田
加
代
子
さ
ん（
東
京
都
中
野
区
）

平
田
榮
一
さ
ん　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

大
平
宏
子
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

中
平
登
美
江
さ
ん（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

福
永
博
さ
ん　
　
　
（
静
岡
県
富
士
市
）

川
島
悟
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
足
立
区
）

福
田
勉
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
中
野
区
）

対
比
地
和
真
さ
ん　
（
群
馬
県
太
田
市
）

原
本
悦
美
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

玉
田
浩
子
さ
ん　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

新
規（
再
）加
入
会
員

　萩市瓦町の写真家、下瀬信雄さんの写真
集「結

けっかい

界」が 10 月 30 日に発売されました。
長年取り組んできた結界シリーズの集大成と
なるもので、写真集は、98 年「萩の日々」
以来 16 年ぶりとなります。
定価：4,200 円（税別）、発行：平凡社

写
真
集
「
結
界
」
モ
ノ
ク
ロ

１
４
４
ペ
ー
ジ

（
０
８
２
・
２
４
６
・
６
１
１
１
）

■
濱
中
孝
子
ジ
ュ
エ
リ
ー
展

11
月
22
日
（
土
）
〜
12
月
３
日
（
水
）

島
根
県
松
江
市
白
潟
本
町
33 

出
雲
ビ

ル
４
階　

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
A 

草
花

（
０
８
５
２
・
２
７
・
０
９
３
３
）

■
元
陽
展 

（
絵
画
）
巡
回
展

　

萩
市
出
身
で
広
島
市
在
住
の
西
村
不ふ

可か

止し

さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

12
月
９
日
（
火
）
〜
14
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

広
島
県
広
島
市
中
区
上
幟
町
２
︲
22

広
島
県
立
美
術
館

（
０
８
２
・
２
２
１
・
６
２
４
６
）

■
西
村
不
可
止
個
展
（
サ
ー
ド
シ
ー
ズ

ン
）

12
月
〜
３
月
中
旬 

午
前
10
時
〜
午
後

５
時

広
島
県
安
芸
高
田
市
八
千
代
町
勝
田

４
９
７
︲
４　

安
芸
高
田
市
立
八
千
代

の
丘
美
術
館

（
０
８
２
６
・
５
２
・
３
０
６
０
）

■
つ
ば
き
会
九
州
支
部
総
会

　

九
州
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

12
月
６
日
（
土
）
午
前
11
時
45
分
〜

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
２
︲

20
︲
１　

大
博
多
ビ
ル
12
階

中
国
料
理 
頤い

和わ

園え
ん　

（
０
９
２
・
４
７
１
・
１
０
２
１
）
上
村

■
素
敵
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｉ 

お
手
伝
い

　

濱
中
孝
子
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

11
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
馬
借
１
︲

３
︲
20　

U
N

D
E

R
 W

O
R

L
D

（
０
９
３
・
５
５
１
・
０
３
０
５
）

■
濱
中
孝
子
ア
ク
セ
サ
リ
ー
展

12
月
13
日
（
土
）
〜
24
日
（
水
）

佐
賀
県
佐
賀
市
神
野
西
３
︲
12
︲
25

L
am

p

（
０
９
５
２
・
２
０
・
２
１
３
３
）

■
つ
ば
き
会
下
関
支
部
・
巴
城
会

　

下
関
地
区
の
萩
商
工
、
萩
高
の
合
同

同
窓
会
。

11
月
８
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

下
関
市
阿
弥
陀
寺
町
４
︲
２

春
帆
楼
本
店

（
０
９
０
・
４
６
５
２
・
５
０
２
８
）
原

■
毛
利
博
物
館
「
毛
利
家
と
幕
末
・
維

新
ー
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
時
代

背
景
ー
」

　

明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
る
ま
で
の
毛

利
家
の
動
向
を
８
つ
の
テ
ー
マ
で
紹
介
。

平
成
27
年
12
月
21
日
（
月
）
ま
で

防
府
市
多
々
良
１
︲
15
︲
１

毛
利
博
物
館

（
０
８
３
５
・
２
２
・
０
０
０
１
）

■
花
冠
の
志
士　

小
説
久
坂
玄
瑞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
薫

価
格　

６
６
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

文
藝
春
秋
（
文
春
文
庫
）

■
幕
末
「
長
州
」
史
跡
散
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
坂
太
郎

　

大
河
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
必
見
の
「
歩
け

る
」
史
跡
散
歩
。
地
図
と
写
真
で
紹
介
。

価
格　

９
５
０
円
（
税
別
）

発
行　

洋
泉
社
（
歴
史
新
書
）

■
吉
田
松
陰
と
高
杉
晋
作
の
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
坂
太
郎

　
「
松
陰
と
晋
作
の
志
」（
２
０
０
５
年

刊
）
の
改
題
、
加
筆
修
正
再
編
集

価
格　

８
０
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
（
ベ

ス
ト
新
書
）

■
松
下
村
塾　
　
　
　
　
　
　

古
川
薫

同
名
書
籍
（
１
９
９
５
年
刊
）
新
潮
社

の
文
庫
化

価
格　

７
６
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

講
談
社
学
術
文
庫

■
松
陰
の
妹 

文
と
松
下
村
塾

　
「
花
燃
ゆ
」
の
見
ど
こ
ろ
が
よ
く
分

か
る
。

藤
原
邦
行
さ
ん　
　
（
東
京
都
立
川
市
）

小
見
山
庄
司
さ
ん（
千
葉
県
習
志
野
市
）

上
野
由
布
子
さ
ん（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

木
地
本
直
子
さ
ん　
（
東
京
都
大
田
区
）

河
野
信
明
さ
ん　
　
（
静
岡
県
三
島
市
）

矢
次
史
枝
さ
ん　
（
東
京
都
国
分
寺
市
）

小
野
麻
理
さ
ん　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

金
子
裕
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
杉
並
区
）

高
田
操
さ
ん　
　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

伊
藤
広
美
さ
ん　
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

石
津
眞
由
美
さ
ん　
　
（
千
葉
県
柏
市
）

加
藤
岳
志
さ
ん　
　
（
千
葉
県
流
山
市
）

秋
田
望
さ
ん　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

堀
修
さ
ん　
　
　
　
（
福
岡
県
行
橋
市
）

元
波
優
美
さ
ん　
　
（
東
京
都
文
京
区
）

惠
美
奈
大
作
さ
ん　
（
東
京
都
目
黒
区
）

　
　
（
８
月
25
日
〜
10
月
23
日　

32
人
）

出
版
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

文
と
萩
物
語
「
花
燃
ゆ
」大
河
ド
ラ

マ
館
チ
ケ
ッ
ト
（
ペ
ア
） 

を
３
名
様
。

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
11
月
20
日（
消
印
有
効
）。

九
州
地
区

山
口
県

価
格　

１
２
５
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

三
才
ブ
ッ
ク
ス

■
吉
田
松
陰
の
妹
・
文
そ
の
生
涯
と
真
実

　

文
が
歩
ん
だ
激
動
の
幕
末
史
。

価
格　

８
８
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

メ
デ
ィ
ア
ッ
ク
ス

■
ふ
る
さ
と
萩
・
長
門
・
美
祢

　

ふ
る
さ
と
萩
の
成
り
立
ち
と
変
遷
を

４
０
０
枚
の
写
真
で
再
現
。

価
格　

９
９
９
０
円
（
税
込
）

A
４
版　

２
３
２
ペ
ー
ジ

発
売
元　

山
口
教
科
書
供
給

　
　
　
（
０
８
３
６
・
３
６
・
７
３
０
２
）
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11月8日（土）、9日（日）10:00～16：00
◇萩ふるさとまつり
11月9日（日）8:00～17:00
◇萩時代まつり
大河ドラマ「花燃ゆ」放映に合わせ、NH
Kラジオ公開生放送（山口県のみ）に杉
文役の井上真央さん、高杉晋作役の高
良健吾さんが出演。萩時代パレードに
高良健吾さんが参加。

12月7日（日） 10:00～
◇萩城下町マラソン
12月13日（土）〜１月７日（水） 
17:30～22:00　※13日は18:00～
◇萩イルミネフェスタ
12月27日（土）〜31日（水） 9:00～18:00
◇萩・年末お魚市
平成27年１月２日（金） 13:30～15:00
◇萩市成人式

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ントカレンダ−べイ

中央公園ほか

中央公園
市内各所

JR 萩駅前

市内各所

道の駅「萩しーまーと」

萩市民館大ホール

雪の中の馬（1973年）
京都国立近代美術館

平成27年 月1 日（日）11 ー 平成28年 月1 日（日）10
時間/9：00～17：00 会場/旧明倫小学校体育館

マクドナルド：こげ茶色を下地にした落ち着いた看板ユニクロ：赤色を使用せず、白地にこげ茶色の文字の看板

☎０８３８・２５・６４４７
萩博物館だより

☎０８３８・２４・２４００
山口県立萩美術館・浦上記念館だより

▼

▼

▼


